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本種は「神奈川県植物誌1988Jによれば，文献上の記録は 4件で，産地はい

ずれも箱根で あり ，標本はなく ，稀産という .これが川崎市多摩区で発見され

た.発見者は市立犬蔵中学 ・生物部の高栄教諭と部員の方々である .生育地は

多摩丘陵の谷戸頭であり ，その上部は造成 されて建築物があり ，一方の斜面は

クヌギ ・コ ナラ林，他方 の斜面は小林分であるがシラ カシ林とな っている .谷

底はハンノ キ林である .高木層にはハンノキ，コナラ など ，低木層にはアオキ

が優 占し，イ ヌツゲ，ネズミモチ，ヒサカキなどが生えて いる .湧水 (生活排

水を含む)の量が多く流水域は侵食をうけている.この流水域の凸状地にヒナ

ノシャクジョウが生育して L、る.空中湿度が高く ，腐植が多いじめじめとした

ところである .

関東以西の本州，四国，九州の暗い林内 ，常緑広葉樹林などに生育する多年

草の腐生植物.根茎は楕 円状に肥厚し多数のひげ根を出す .茎は 1本で，高さ

3 ~1 0cm . 披針形の鱗片葉はまばらに互生する . 8 ~-' 1 0月に極めて短 L 、柄を持

つ 2~ 1 0個 の白色の花をやや頭状につける . 3個の外花被は合着 して筒状にな

り 3稜を持ち，その先端は短く 3裂する .3個の内lE被はへら形で小 さく目

立たない .
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ヒナノシャクジョウ

10 mm 

外花被

8mm 

花

エビアマモの分布と相模湾にける開花期

(大森雄治)

分布

アマモ科エビ‘アマモは牧野富太郎・河野福太郎

により， 1896年に安房園長狭郡天津で初めて採集

され. これはそれまで旧世界では未発見の

Phyllospadix であり ，和名はエビ、アマモとされ

た(牧野，1897; MAKINO， 1910).牧野(1897) 

は，翌1897年4月には安田篤と乾邸が上総国

夷隅郡勝浦で同種を採集したこと ，理科大学 (現

東京大学)の標本中，江ノ島産のものもあること

を言己している.

MIKI (1933)の分布図からは，太平洋側で淡

城県から三重県まで，日本海側で新潟県佐渡島か

ら長崎県対馬までがエビ、アマモの日本における分

布域と読み取れるが，三木が採集したアマモ科標

本のほとんどが所在不明のため，詳しい産地はわ

からない.このうち，太平洋側における分布は，

中庭 (1987)により詳しく調査され，茨城県北部

伊師浜が北限であり，茨城県にはスガモも分布

し，両種が混生しているところがある(中庭，

1987) .一方，新版千葉県植物誌 (千葉県生物学

会編 ，1975)には，type locality である房総

半島南部における採集記録はない.静lil司県では下

回白浜，相良，御前崎にあり ，少ないとされる

(杉本，1984) .南|浪は志摩半島の大王附とみな

される (DEN HARTOG， 1970) . 

日本海似IJでは，秋田を北限とする記録(上野

編，1991) ，山形県阻海の記録(結城， 1972)な

とeが新たに加わり ，日本海側北部の広範聞の調代

が必要であろう.

神奈川県における採集記録は，大場博士による

相模湾の鎌倉市稲村ヶ崎があり(神奈川県他物;よ

調査会，1988) ，文献記録の上では.東京湾、の湾

口部，機須賀市久里浜(神奈川県博物調公会，

1933 ;増島 ・石渡， 1950ほか)がある.久里浜ー周

辺で生育可能な環境は，久里浜、港の南側の千散が

l崎か北側の千代が崎と考えられるが， ~ 、す.れもj:IIT

め立てられ ，現存する可能性はうすい.また，

DEN HARTOG (1970)が引用した標本には，

江ノ島 (1932.4.6)，片瀬 0938.5.1)がある

開花期

今回採集したエビアマモは， 大場博士からご教

示いただいた地点で，稲村ヶ崎の西約200m，波

打ち際から約50m沖で.大潮の干潮時には海水が
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ややひたるような平らな岩礁地に生育していた.

花弁のないアマモ科の開花期を判断するのは難し

いが，雌花の開花期は白色の花村:カマ日字を包む仏

炎苗から外に出ており ，しかも茶色に変色する前

であり ，雄花の場合は荊が裂開し，約隔付属突起

が反り返る頃と ，外見上判断できる .

1991年 4月15日に採集したときには，雄花の約

はすべて裂開し，花序がすでに朽ちていた.'雌花

は若い果実であった また，1992年3月8日に採

集したときには，花粉はほぼ成熟しているよ うで

あったが，約は約隔付属突起に覆われ，まだ裂閉

しておらず，雌花は少数ながら白い花村が外に出

ている株ーがあった.このことから惟定して，エビ

アマモの雄花の開花期は，相模湾で 3月中旬から

下旬と考えられる .また，同属でより北に分布す

るスカ、そ では，1991年に北綴道根室半島北部で-観

察したところ 4月中旬から4月下旬と惟定され

る アマモ属の場合，アマモは相絞.湾の小田和湾

で4月上旬，タチアマモはその約 1か月後と記録

されており (相生，1989) ，エビアマモの開花期

がアマモ属に比べかなり早いこ とが判る.

これまでの観察によれば，アマモ とタチアマモ

の場合同所的に生育していても，花の成熟期がず

れ，生11f(的隔離がなされている ようである .エビ

アマモとスカ‘モが混生する茨城県の海岸で怯生別

的な隔自It:ヵ、どのようになされてし、るのか興味深
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三浦半島におけるヤクシワダンの採集記録

(大森雄治)

ヤクシワ夕、ンは葉山がtY pe loca lityである

(MAKINO， 1917)にもかかわらず，神奈川県

他物誌調査会の調査期間中には採集されなかった

(神奈川県植物乱調査会編，1988) .昨年，1991 

年11月2日と11月20日 (鈴木-tb-深トIl IF.両先

生に同行していただL、た.)に長浜から荒)附にか

けての海岸を調査する機会があり ，長浜寄りの海

保でヤクシワダンを得たので綴告する .ヤクゾワ

ダンの周囲には 2mほどの範間内に，ワダンとヤ

クシソウが生えていた.ワ ダンはほぼ咲終わり ，

ヤクシソウは咲き始めであった.なお周辺には，

ソナレマツムシソウが咲き ，イソギクは 3m5r咲

き，ヤマラッキョウが咲き始めていた.

MAKINO (1917)によれば， iヤクシウ夕、ン

は，ヤクシソウに比べ，烹が頑強で， 下方の校も

頑強で長く ，葉はj享く縁はやや波状，頭花は密で

小花の数は少ない.また，ワ夕、、ンに比べ，茎や枝

は細く ，葉は小さく少数の波状縁があり ，茎を抱

いている 細長く I!'liのある総苗で，小花の数(5 

個でなく 8個)は多い.舌状花冠は長く ，E!」果は

細く長い.冠毛も長い.Jと記載されており ，北

村(1981)によれば，ワダンの総直I)'、1JJ-a5 ，ヤ

クシソウの頭花は 13 -1 9となってレる .今回

採集された個体の特徴はこれにほぼ一致した.以

下の表で明らかなように，そのほかの形質も多く

はワダンとヤクシソウの中聞がjであったが，果実

は雑種であるヤク シワ夕、ンが大きく ，1512果の上半
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部はヤクシソウで細長くなり ，ワダンとヤクシワ

ダンでは細くならす¥上下対称の紡錘体であった

(第 1図).全形の印象はMAKINO (1917)が

指摘したように，飯沼 ・牧野 (1912)のタイレン

サイによく似ていた.

ヤクシワダンの産地は，相模葉山と朝鮮半島南

部 (原.1952)や三浦半島と伊豆七島(杉本，

1983)と記載され，分布に|謝してはまだ検討の余

地がある.文献の上からは， 三浦半島にはよく見

られるようであるが，これまでの採集例では，横

須賀市自然博物館には標本がなく ，神奈川県立博

物館に，三浦市南下浦町毘沙門て大場達之博士が

1963年11月21日に採集した標本 (KPM-19461) 

がl点あるだけであった.I勝山輝男氏によると ，

1990年に三浦市黒崎の鼻て¥1991年に三浦市毘妙、

門で複数のヤクシワ夕、、ンを見られたそうである .

A 

ワ夕、、ンの東端は房総半島で，上総の岬町大東

Olljl・富津市大佐和以南 (千葉県生物学会編.197 

5) .西端は伊豆半島東岸で明治 ・大正則tこ漏に

あったが，現在では絶滅したという (杉本.198 

4) .しかし，最近のワ夕、、ン属の果皮と核形を比

較検討した報告中には (PAKand KAWANO 

.1990) .ワ ダンの採集地として， 三車Y~Ise n o

hamaがあげられている.また，アゼトウナは館

山に記録があり(千葉県生物学会制.1975) .南

関東のワ夕、、ン，アゼトウナの分布は，伊豆半島や

伊豆諸島を含め.再調査する必要があろう .

引用文献

千葉県生物学会編 1975.新版千葉県他物誌.井

上書庖.567ページ.

1京寛 1952. 日本種子植物集覧第二i町 岩波

害賠 280+30ページ.

第 l図 ワダン ・ヤクシソウ ・ヤクシワ夕、ンの波

果 A ワダン B ヤクシワ夕、、ン.C

:ヤクシソウ .スケールは 5mm.

第 l表 ワダン・ヤク シソウ・ヤクシワ夕、、ンの形態の比較.

小花数 葉質葉の縁

ワダン 5 (5-6) 

ヤクシソウ 13 (12-14) 

ヤクシワダン 9 (8-11) 

葉の基部果実長 mm 果実幅 mm

厚いほぼ全縁 円形

務い歯牙状 耳状

中間やや歯牙状やや耳状

3.3 (2.7-3.6) 0.6 (0.5-0.8) 

2.8 (2.7-3.2) 0.5 (0.4-0.5) 

3.9 (3.8-4.1) 0.7 (0.6-0.8) 

(括弧内は最d、一最大)

標本の登録番号，ワダン:YCM -v 20254.ヤクシソウ:YCM -V 20255. 

ヤクシワダン:YCM -V 20256-1.2 
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コガネガヤツリについて

(勝山輝男)

憾物誌ではカヤツリグサ属 (Cyperus)ひと

つにまとめたが，ヒ メクグ属 (Kyllinga) • 

イヌクグ属(Mariscω) .キンカ.ヤツリ属

(Toru liniu m ) .カワラスカ‘ナ属(Pycreus)• 

カヤツリグサ属 (Cyperus)に細分されること

もある このうちヒメクグ属を除く 4属は小穂中

の関節の有無や位置，果実の綾が小徳の刺lに向く

かどうかなどが異なるだけで，基本的な小穂の構

造に違いはない.キンガ、ヤツリ 属は小穂基iJf¥と各

小花間に関節があり ，イヌ クグ属は小線基部のみ

にl員!節ヵ、ある カヤツリグサ属やカワラスガナ属

は小穂、基部や各小花聞に関節がない.したがっ

て，果実が十分に熟したときイヌクグ属は小穂、が

基部から落下し，キンガヤツリ属は小砲、が各小.fE
間でバラバラになってしま う.

地物誌ではコガネヵーャツリは I!Ï;~\す と小穂カレミ

ラバラになって落ちる」と勘違いしてしまい，細

分化した場合のキンカヤツリ属として検索表を

作って しまった.最近，何人かの方からコガネヵー

ヤツリは細分化したときのイヌクグ属ではなL、か

との注怠を受けた.そこでも う一度よく調べてみ

たところ，やはりコガネガヤツリは小徳基部に関

節はあるが，各小花聞には関節がない.したがっ

て，コカネガヤツリは細分化 したときのイヌクグ

属に属することになる.

また，コガネガヤツリの学名は Cyperus lae 

tus Retz. をあてたが，これは植物誌の記述に

書いたように，森茂弥 (1977.他物採集ニュース

No.90)によった.筆者には Cyperus laetus 

の出ている海外の植物誌や図鑑が確認できないま

まである .手元にある図鑑類では C.strigosus 

tこもっともよくあてはまる

神奈川県産の植物補遺 (3 ) 
(小|時昭則)

アイノコフユイチゴ

Rubus X pseudo 一hakonensisSugimoto 

下記の文献を参考に，茎の長毛 (ミヤマフユイ

チコずには無し)および長い~HJ (フユイチコeで・は小

さな刺が少し現れる程度).喜善片の長毛(ミヤマ

フユイチゴには無し)などに注意して，神奈川県

立博物館所械の植物誌標本 (No.で示す)の再検

討を行った.その結果，次のものが上記の雑種と

判定された.

城山小倉山 SH (No.45967.採集者小詳.1979. 

10.15.花序あり山北町世附川大又沢 YA-

4 (No.45980.高橋秀男氏.1984.10.28.花Jfあ

り 山北町塩沢 YA一7(No.45972.内藤美

知子氏.1982.7.30.花序あり 山北町高松山

YA -8 (No.45970.森茂タ1;氏. 1982.6.4.花序

なし;山北町皆瀬川 YA -8 (No.45981， 長谷

川義人氏.1985.6.8. :{日字なし ;NO.45982.高

橋秀男氏，同一日，花序な し小田原市石屋山

付近 OD-4 (No.45891.村上司郎氏.1983.9. 

12.花序なし相模原市上大島 SA-1(No.4 

5991.太田泰弘氏. 1986.4.8.花序あり ;No. 45 

993.同データ，花序なし) • 

く文献>

久米修 ・鳴橋直弘.1985. フユイチゴ群楠物 1.

香川県内の分布.情物地理 ・分類研究.33 

(1) : 21-26. 

杉本/1頂ー.1978.改訂増補新日本樹木総検索誌.

井上書庖. (p.199) 
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Glyceria declinata Brebisson 

セイヨウウキガヤ (新称)

1988年5月10日， 横浜市港北区中川町のローム

質の造成地で，見慣れぬドジョウツナギ属の一種

を採集した.僅かな流れのある溝辺に，よく熟し

た個体が3株生えていた.検討したところ，ヨー

ロッパのilli・中部，北アメ リカ(帰化?)に分布

が知られる上記の種と判明した.恐らく ，のり面

などの緑化に用レられる草の種子に混じって入り

込んだものであろう.圏内における分布状況につ

いては全くわからないが，今のところ報告はない

ようである.推定される侵入経路からみて，本川町|

以北で見い出 される可能性が小さくないことか

ら，広義本種の原産地に因み，上記の和名を与え

ておく .なお，線画は北川淑子氏に描いていただ

いたものである .

く記相〉

湿った溝辺に生える草丈45cmほどの多年草.

全草無毛.茎は多数出て，基部少し伏してから立

ち上がり ，やや横広がりの株をつくる.1本の茎

につく葉は5枚程度，葉鞘は平滑で、節と同長また

は短く ，上部につく葉ではV形の口部以下が完筒

状となる 葉身は長さ3~8cm ， 幅2 . 5~4mm ， 

先の鈍いボート形をなし，下面の脈上および辺縁

が僅かに粗造となる他はほぼ平滑.葉舌は長い三

角状，白色で目立ち，長さ3~5mm .花期は4月

頃.円錐花序は長さ 20~25cm .花序の枝は平滑

で， 各節に偏側的に1~3本(多くは2本.上部はl

本，最下のものではしばしば3本)っき，最下の

長いもので・3cm ほどになる . 小穂はふつう 1~2

cm長，幅2mmほど(閉じた状態)で， 5~10個

位の小花をつける.直頴は護頴よりも明らかに短

く，ともにl脈，第一石頴は鈍頭または円頭状で

長さ2.2~2 . 5mm ， 第二芭頴は鈍頭で長さ 3.1~

4.3mm . 護頴は長さ4.5~4 . 7mm ，鈍頭，外商

に凸出する7脈を有し，全体にややざらつきがあ

り，上Vfffifサ近は狭く透明状となり ，先は不規則な

街状をなす.内頴は護頴とほぼ同長 (この点につ

いてはヨーロッパ産の記述と異なる)で，先端は

鋭 L、2歯に終わり ，竜骨は狭い翼をもち，縁には

微細な小刺がでる 鱗被は扇状の逆さ台形をな

し ， 高さ約0.3mm. 雄ずいは3本 ， 約は0.8~1. 0

mm.花村:2本は明らかて¥長さは村頭とほぼ同

じ0.6mm前後.果期は5月頃. 果i民1]の校は各節の

長い方が斜開~開出，短い方は花序の軸に治った

格好となる .よく熟すと ，2{固の直頴を残して各

- 360 

小花聞の関節部で宵断1落ちる.頴果は褐色，惰円

形または僅かに倒卵状惰円形をなし，表面は細か

な鍛状でほとんど無毛，長さ2.1~2 . 35mm ， I隠

O. 9~1. 25mm ，ほぼ全一長にわたる縦長の臓があ

る.

く主な参考文献〉

Clapham， T utin， & Warburg， 1987. Flora 

of The British Isles， Third Edition. 

Cambridge Univ. Press. (p.628) 

Hitchcock，A.S.，1971. Manual of The 

Grasses of The United States， Rev. 

Ed.. by Chase，A.. Dover Publications. 

(p.86) 

Tutin，T.G.， Heywood，V.H.， Burges，N.A.， 

Moore，D.M.，v alen tin巴，D.H.，Walters，S.M. 

& Webb，D.A.， 1980. Flora Europaea， 

Vo1.5. Cambridge Univ. Press. (p.181) 

【訂正]

NO.29 : 298，右下側

※ミヤコヤブソテツはヤマヤブソテツの誤りで

した.

NO.30 : 320，上4行

スズメノヒエ→キシュウスズメノヒエ.

[補足〕

マメザクラの花れの毛について (No.30: 314左

下)

西丹沢，I:¥J山Ihf-'で花村有毛の株をl個体確認し

た (1991.4.29) 本種の花村の毛に関しては，

千葉生物誌Vol.33 (1)に渇載された長谷川・措z

屋 (1983)の調査報告が大変参考になる.



G lyceria declinata Brebisson 

セイヨウウキガヤ(新称)

A 

D 

凡例

全体図 (XO.5) 小穂 (X3)

A 直頴 (X8) ; B 護頴 (X8)

c 内頴 (X8) ; 0 穎果 (X8)

小崎標本 No.6808

1988年5月10目録集

神奈川県績浜市港北灰中川町



各調査メッシュに分布の追加される植物E
(田中徳久)

はじめに

「神奈川県植物誌1988.!1 (神奈川県植物誌調査

会編，1988)の発刊以後，その調査メッシュに，

分布が追加記録されている植物は数多い (大森，

1989， 1991 ;浜口，1989;城川ほか，1989;神奈

川県植物誌調査会編，1991など)

本報においても，前報 (田中，1991)に引き続

きIi'神奈川県植物誌1988.!1の調査メツ‘ンュ中

に，分布の記録がない， いくつかの種について報

告する.前報同様，追加される個物の学名 ・和名

のほか，①観察日時 ・場所，②追加されるメッ

シュ ，③特記事項(観察状況，県内の分布状況

等)を記した.また，各随物の配JIj， 学名，和名

は Ii'神奈川県催物誌1988.!1に従った.各{漬物の

先頭の数字は前報からの通 し番号である .

追加される種と調査メッシュ

11. Phragmites japonica Steud. 

ツルヨシ

①1991年8月24日，箱根仙石原湿原内を流れる早

川の支流 (用水路?)沿いで，出総直前の本種を

観察，標本を採集 した.

②箱根- 1

③1985年 8月以来，同地において，数度にわた

り，本種を観察 していたが，なかなか採集の機会

に恵まれなかった 今回，地上部のみで，完全な

標本とは言えないが，出糖、直前の個体を係集する

ことがで きた.

F神奈川県植物誌1988.!1 (以下町芸他誌」と略

記)によると ，多摩川や，相模川.泊匂川などの

河川に沿って分布が記録されてお り，県西部で

は，ほとんどの調査メツ‘ンュで分布が記録されて

いる.箱根-1の調査メッシュには， iメモなど

による記録Jによって本種の分布が示されてお

り，本報の記録は新分布の記録とはならないが，

証拠標本を採集したので特に報告した.

12. Silene firma Sieb. et Zucc. 

フシク。ロ

①1991年9月12日，横浜自然観察の森，ノ ギクの

広場において，実を実らせた，昨年秩に開花した

ものと思われる本種を観察，標本を採集 した.

②戸塚-3

③1990年 8月に横浜で開かれた，第 5回国際生態

学会議の際に，横浜市の主催で行われた，サイエ

ンティ フィック・ ヴィ シッ 卜(エクスカーショ

ン)の下見時に，横浜自然観察の森の林辰雌園

長，川村研治，古南幸也、の両レンジャーに案内し

て頂き，本種を観察 した.

今回採集した標本は，すでに枯死したものなの

で，はっきりとはしないが，毒事に多少軟毛が見ら

れ，ケフ シグロ(f. p ub escens (Ma kino) 

Ohwi)とIIfばれるもののようである .本生育九g

での1自体数は~I '常に少ない .

FfiL柏i.it.!lによると ，相僕)11，酒匂川なと'のtuJ

川に沿って分布が記録されており ，県西iH¥に多

い . 以1浜市 |人lで も ， 港 |有 [)<~，保土ヶ谷1)く，緑1.>(な

どから幸I~仏ーされている .

13. Parnassia palustris L. 

var. multisetosa L巴deb

ウメバチソウ

①1991年8月24日，箱恨仙石原湿原のススキ1¥'(原

中で，本種を観察，標本を採集した.

②箱根一 l

③本種は，数年毎に刈取りが行なわれ，ススキの

生育密度ヵ、比'1出向小さく ，I;P=丈の(氏くなっている

ススキ市原'1-'に生育していた 観察時，本極は，

まだ小さなつぼみの状態であったが，証拠標本と

して，2株を採集した.周辺には，オ ミナエゾ，

マツムシソウ ，カワラナデシコなどが開花'1'で

あった.

Ii' ~;~~i'i ，i.tι によると ， 丹沢 ， 箱根の岡山地と .

横浜に分布の記録がある .箱根一 lの調作メッ

シュ には， iメモなどによる記録」によ って本極

の分布が示されており ，本総の記録は新分布の記

録とはならないが，証拠標本を採集したのて.rJに

報告 した.

14. Impatiens textori Miq. 

ツリフネソウ

①1991年8月24日，箱根神社裏手の駐車場脇にお

いて，開花中の本種を観察司標本を採集 した.

②箱根-4

③本種は.駐車場に接するスギ植林地の林縁に生

育していた.そのさ|三育地は，ツリフネソウの生育

立地としては良好な場所とは思えないが，周聞の

状況から考えて，備栽のものとは考えられず，自

生のもののよ うである .証拠標本と して 1;株を採

集した.
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F県有直誌』によると，横浜，川崎の都市部や，

湘南海岸沿いには比較的少ないが，神奈川県下の

I ほぼ全域に分布が記録されている.神奈川県下で

は，同属のキツリフネ(1. noli-tangere L.) 

に比べ，生育地，個体数ともに多いようである .

15. Calyst巴gia japonica Choisy 

ヒルガオ

①1991年 8月24日， 箱恨仙石原湿原内を流れる，

箱板町立箱根湿生花軍へと通じる入水路脇におし、

て，開花中の本種を観察，標本を採集した

②箱根 1 

③本種は，入水路沿いの木柵周辺に，ススキ草原

のマント群落の権成穫と して生育していた 証拠

標本として，開花している花を中心に，地上部の

みを採集 した.

[j' ~黒他誌』による と ，丹沢 ， 箱根の両山地には

比較的少ないが，神奈川県下のほぼ全域から分布

が記録されている.仙石原湿原からは，宮脇ほか

(1980)中で，松浦正郎らにより ，同属のコヒル

ガオ (C. hederacea Wall.)とともに分布が報

告されている .

16. Artemisia capiJlaris Thunb. 

カワラヨモギ

①1991年9月12日，償浜自然観察の森，ノギクの

広場において，開花中の本種を観娯，標本を採集

した.

②戸塚一3

③前述のフシグロとともに，第 5回国際生態学会

議の際の，サイエンティフィ ック ・ヴィジットの

下見叫に観察 した.

本生育地での個体数は多いが，その生育立地か

らみて，植樹等に際して，搬入され てきた土砂

に伴って，いつの間にか移入された人為分布では

ないかと思われる (前述のフ‘ンク。ロにもその可能

仲があると思 う)• 

F県他誌aによると ，相絞川流域や，湖南海岸

などから分布が記録されている.横浜市内では，

保土ヶ谷1:'(からも報告されている.また，城川ほ

か (1989)によると ，鶴見医や中I?<:の港湾部ても

採集されている.

おわりに

本報で報告した各植物の標本は，すべて神奈川

県立博物館に提出した.さらに.前報で報告 した
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植物のうち，以下の種の標本についても ，同じく

神奈川県立際物館に提出した.各植物の先頭の番

号は，前報と対応 しており ，便宜的に， 和名のほ

か (スペースの都合で学名は筈隠した) ， CI淑捺

した調査メッ、ンュ.②採集地， ③採集年月日を記

した.採集者はすべて筆者である

1. アオフタノミラン

①大山 ②大山 ①1990年6月23日

9.ノ、グロソウ

①箱根-4 ②箱根神社 ③1991年8月24日

また，前報で報告したアオフタパラ ンの観察年

月日， 1989年 6月23日は，1990年 6月23日の誤り

であった.

本報告をまとめるに当たり ，フシグロ とカワラ

ヨモギの生育地について御教示頂いた横浜自然観

察の森の林辰雄園長.および川村研治，古南幸弘

の雨レンジャーに厚く御礼申し上げる .また， 各

地での植物観察行をともに し，御助力頂いた，小

泉玲子氏に感謝の立を表する .

引用文献

浜 口哲一.1989.湘南ブロックの追加記録. FL 

ORA KANAGAWA， 27: 251-253. 

神奈川県他物誌調究会編.1988.神奈川県植物誌

1988. 1442pp. 神奈川県立博物館，横浜

神奈川県植物誌調査会編.1991. 各メッシュ追加l

擦木 リスト. FLORA KANAGA WA， 30: 32 

1-333. 

城川四郎ほか.1989. 各メッシュ追加植物リス

ト. FLORA KANAGAWA， 27: 254-270. 

宮脇昭ほか. 1980 箱根仙石原の他生.横浜一樹生

学会報告，20. 140pp. (付植生図3) 儲浜植生

学会，横浜.

大森雄治.1989.横須賀市博物館に追加された植

物 FLORAKANAGAWA， 27: 235. 

大森u4t治.1991.三浦ブロ ックの新産地の追加記

録.FLORA KANAGAWA， 30: 333-334. 

田中徳、久.1991. 各調査，メッ・ンュに分布の追加さ

れる{植物 1. FLORA KANAGAWA， 30: 30 

0-302. 

〔追記]フシク、ロ，カワラヨモギの両種について

は.横浜門然観察の森の林辰雄園長からも ，神奈

川県立同物館に，証拠標本ヵ、提出されている .



1991年各メ ッシュ追加標本リス卜 その 1(県立惇物館分)

トクサ HAK-l仙石原浜中義治

ナツノハナワラビ YU-l絞山 宮崎卓

オオハナワラビ HAK-6 1列1'1'ヶ岳 if¥中義治

コヒロハハナヤスリ TAM桝j移宮的卓

ウラジロ 00-2水之尾浜中義治

ウチワゴケ HAK-4姥子浜中義治

ホウライシ夕、 HAK-6 底倉百"，~ ，義治

ハコネゾダ SH1，1、j降小山:1l1iillll;ft川淑子

クジャク・ノダ 00-2水之尾 浜中義治

HAK-5畑宿 |人l田勝吉

イワカ'ネゼンマイ 00-2風祭浜中毅治 ZA栗原小崎昭則

SEニツ僑町小崎H召fIIl

ウラゲイワカ'ネ YU-l鉱山宮的卓

イヌシダ HAK-4Q~子浜中1li.1ti

イワヒメ ワラビ ZA入谷一丁目 小附 IIß~.II

WI 菅主主 F 宮崎卓

クジャタフモトシダ 00-2水之尾浜中義、治

オオパノハチジョウシダ YU-l不iElJi'Iii I勝山蹄男

イノモ卜ソウ Kト2 宮ヶ1新 小崎昭則他

マツザカシノダ SH iH降 小的昭則北川淑子

00-3 国府津浜中義治

キジノオシタ YU-l 桜山富山!.j卓

ハカタ・ノダ ZA栗原 小崎昭l!IJ

オニカナワラビ WI万福寺一丁目 宮崎卓

コパノカナワラビ HAK-5湯本浜中義治

リョウメンゾダ HAK-6底倉浜中義治

ホソハイヌワラビ TAM万侃寺藤田明嗣

ニ・ノキンノダ YAT筒田山本明 TSR獅子ヶ谷高坂雅子

ヤマイヌワラビ TO-l 'iJ、1:台小崎l沼f!iJ

ヒロハイヌワラビ TO-l 引l、'1ょ台 小崎1~3J1リ

ヘヒソ不ゴザ KAZ金沢市民の際 山本l別

シケチシダ MIA-2辺了尊浜中義治

キヨスミヒメワラビ SH m降小的目白nリ北川淑子

W!片平宮崎卓

ホシダ HAK-6底倉浜中義治

ヤマヤブソテツ HAK-4 ililJ尻浜中義治

キヨタキシダ ~!lU三的口駅宮崎卓 TO-l 弥生台 小t崎昭f!IJ

へランダ 5叩H雨降

コクモウクジヤク Z初U桜山 7守T木1消舟勝

ノコギリシダ HAK-6底倉浜中義治

イヌイワヘゴ 川A-2大雄町長谷川義人

サイコ(9ベニゾダ EB国分 小崎昭f¥IJ他 ZA栗原 ')'iI均昭則

トウゴクゾダ HAK-6底倉浜中義治印柏ケ谷小崎昭則他

サクライカグマ Kト2 宮ヶぽ，)、的l沼f!il高橋秀男主主川四郎

オオベニシダ HAK-4早雲山 浜中義治

Kト2 'gヶ雄(i 小崎昭則 i高橋秀男城川四郎

ギフベニシダ TO-l 弥生台小崎昭則

ナカFパノイタチシダ 00-4 恨府川 藤田明嗣

オオイタチシダ HAK-6強経浜中義治

ナライシダ SH ili降'1'的日自民IJ北川淑子

オオホソパンケゾ夕、 ZA入谷三丁目 '1崎昭則

コセイタカシケシ夕、 AS矢指町 小崎昭則

セイタカシケゾダ以 来原小崎昭f!11

フモトシケゾダ 00-2 水之尾浜中義治

ミヤマシケシダ MlU小網代山本明

アイアスカイノデ HAK-4芦ノ i-b!i 浜中義治

ツヤナシイノデ SH iH降小的日目別 北川淑子

イノデ HAK-4 芦 / i~ 浜中義治

サイコ'タイノデ SH雨降小山!.j昭良iJ北川淑子

サカゲイノデ YA-8 西水の沌 長谷川義人

イノデモドキ SH iH降小崎昭nリ北川淑子

ジュウモンジシダ AT-3 鞍J1f沢 高原雅子

ヒメカナワラビ 灯 3 中止l1t沢 高原雅子

ドウ リョウイノデ SH雨降 '1'-II!!.j昭良1)北川措置子

オオタニイノデ EB大谷小山:11間rJllJ{也

コハシゴシダ YU-l 後山宮崎卓

アイヒメワラビ M川l日1-1 新治町

Z以A入谷n 目 小』曲附~附i奇守 !昭沼R則|リ) A瓜5欠t指E町 'H川~抑H附自削H則1りl 
5犯E束野

HO川島剖町] 小崎昭R則則|リl 
イワデンタ HAK-4駒ヶ岳 I付回l広吉

コモチシダ HAK-4ililJ尻浜中義治

トキワトラノオ TAM生田緑地宮崎卓他

コパノヒノキンダ YU-2 鍛冶産米山智恵子

ヒメノキゾノブ K卜2111;ヶ出fi '1噛奇昭則高僑秀男以川四郎

タリハラン HAK -6 1氏倉浜中義治 HAK-5 i')j本浜'N宝治
オオアカウキクサ HAT-4峠長谷川義人

モミ YU-2 鍛冶屋米山智恵子

スギ 00-2風祭浜中義治

アスナロ HAK-l仙石原浜中義治 HAK-4丸山浜中義治

~!l A-2明星林道浜中義治

エピモ AS矢指町小崎昭員1)

ヘラオモダカ HAK-l仙石原浜中義治

トウコ'クヘラオモダカ TAM生田緑地北川淑子

ウリカワ SA-2 当麻宮崎卓

オモダカ HAK-l仙 石 原 浜 中 義 治

コカナダモ 00-4 早川河口石原龍雄

クロモ HAK-3芦ノ 湖 石 原 能 雌

タチカモジグサ ~Il N六ツ川-T8 長谷川義人

、/パムギ NAK t斤ì{B抑~fi 吉JlIアサ子

ハイコヌカグサ HAK-5 lI il~~監l勝山~1i'J)

スズメノテッポウ HAK-5山崎浜中.7i1治

HAK-2戸川浜中義治

オオスズメノテッポウ NAK桜木町 吉川アサ子

HAY長柄長谷川義人

メリケンカノレカヤ MIA-3塚原浜中義治

ハノレカ'ヤ YAT福田政木淑人 HAK-l仙石原浜中義治

KAZ~fi.木浜中義治
コノ〈ンソウ M1-1 三保町 高坂雅子

ヒメコパンソウ HAK-5山崎浜中義治

ムクゲチャヒキ Ml-2 荏 田 町 北 川 淑 子

スズメノチャ ヒキ N 1 S北幸町 吉川アサ子

キツネガヤ 00-2 風祭浜中義治

ヒゲナガスズメノチャ ヒキ Ml-2 荏田町北川淑子

ホッスガヤ Ml-2 赤田北川淑子

コメヒシパ HAK-6底倉浜中義治

アキメヒゾパ SA-2 当麻宮崎卓

アプラススキ SA-2 当麻宮崎卓

タイヌヒがエ SA-2 当麻宮崎卓

シナダレスズメガヤ HAK-l金時山浜中義治

カゼクサ MIA-3塚原浜中義治

コスズメガヤ Ml-2 赤田北川淑子

オオナギナFカ'ヤ NAK本牧 'I'ii!.j昭則

ナギナタカ'ヤ HAK-4箱線園浜中義治

HAK-5湯本浜中義治

オオウシノケグサ HAK-5畑宿浜中義治

HAT-l鍋訓山~小丸威川四郎

セイョウウキカヤ KOH中川町小崎昭則

ウラハグサ YU-2 鍛冶屋 米山智恵子
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シラゲカ'ヤ川一2 荏田町北川淑子

チカ'ヤ HAK-5 i仏本浜中義治

サヤヌカグサ IIAK-[11]1石原浜中義治

ボウムギ FU-3 辻盆凶海岸勝山輝男

ミチシパ FUH  1.燦野町武井尚

ササガヤ MIA-3塚原浜中義治

アシボソ MIA-2明)11林道浜中義治

チャボチヂミサ勾ナ AS矢指町 小崎昭良1)

ヌカキビ SA-2 民主都宮的車

キピ SA-4 共和政木淑人

キシュウスズメノヒエ Mトl 子供の国北川淑子

アメリカスズメノヒエ WI早野北川誠王子

オオアワカ'エリ HAK-5畑宿浜中義治則ー2 赤田北川淑子

ヨー/ NIS楠DlJ古川アサ子

ツノレヨ γ IIAK-[仙石原 浜zド主主治

ミゾイチコ'ツナギ HAK-4 iliJJJL浜'1-'義治

タマミゾイチコツナギ YA-8 尺里長谷川義人

スズメノカタピラ 00-3 田代浜中義治

ヤマミゾイチゴツナキ HAK-[IIIJ石原浜中義治

TSR獅子ヶ谷市民の森 高坂雅子

オオイチゴツナギ 00-4入生田 浜中義治

オオスズメノカタビラ YU-2 筒証n米山智恵子

Kト2 宮ヶ瀬高僑秀男

ヌメリグサ HO花見台吉川アサ子

エノコログサ 00-2 水之尾 浜中主主治

HAK-6 '8品t'l1f ~ '4~1íí:治
オオエノコロ 00-2 水之尾浜中義治

セイパンモロコ ソ 00-2 扇町浜中義治

クサピカaヤ KAW東扇島小崎ilBflI)

オオアプラススキ TO-3 償浜自然、観察の森林辰雄

ヒロハノハネカ'ヤ MIA-2最采寺 長谷川義人

コムギ HO花見台吉川アサ子

マダケ 00-2 風祭 ~'N主治 MIA- 2 矢仏 芝浜中1íí:治

アズマネサニサ 00-3 闘府津 浜中義治

スズタケ AT-3 凹野高原雅子

ミノボロスケ.. MI-[ 子供の国 勝山輝男

アオスゲ KAW東扇島 'H出iOBl'lI) 00-4 入生田 浜中義治

メアオスゲ K卜3 物見峠 長谷川義人

ハマアオスゲ KAW東扇島小崎昭則

イトアオスゲ KI-2 宮ヶ瀬高橋秀男

コゴメスゲ HAY長者ヶ的長谷川義人 YO-[ 渡島 長谷川;浪人

ハリ カ'ネスゲ HAK-[ (~J石原 浜中義治

ヒメカ ンλケ.. YU-2 白銀林道高橋秀男

ナノレコスゲ ~II A-[地』副主 長谷川義人

ミヤマカンスゲ K卜3 物見峠 長谷川義人

タマツリスゲ HAK-[仙石原 浜中義治

スナジスゲ MI-1子供の国 勝山輝男

ハコネイトスゲ YU-2 鍛冶屋長谷川義人

ヤマアゼスゲ HO川島町長谷川義人

HAK-4箱線図 浜中義治

ホシナシコ'ウソ 川一l 子供の国北川淑子他

ヌカスゲ MAT't，f沢勝山首E男 ZU神武寺城川四郎

ノゲヌカスゲ HAT-4栃窪勝山r4i9j
カンスゲ HAK-4早雲山浜中義治 AT-3 鞍鈴沢高t&殺子

オタノレスケ， HAK-[ (山石原 浜中義治

本オタノレアゼスゲ HAK-[ 仙石原 勝山輝男

コジュズスゲ HAK-[1111石原浜中義治

MIA-[ r汲l場長谷川義人

ホンモンジスゲ TSR卵子ヶ谷高坂雑子

AT-3 鞍m沢 高原雅子 YU-2 白銀林道高橋秀男

コカ ンスゲ HAK-5底倉浜中義治

シラコスゲ MIA-[地此立長谷川義人

ヤブスゲ ド11-[ 子供の国 勝山師男 HAK-2芦川 浜中義治

HAK-4箱恨iIl'社浜"1"義治

タサスケ， HAK-[似l石原 浜中主主治

ゴンゲンスゲ AS/l11附町 小崎昭則

オオイトスゲ YU-2 鍛冶屋長谷川義人

ミカワオオイトスゲ HAK-[仙石原冨野美子

チャガヤ γリ 00-2風祭浜中義治

ヒメクグ 00-2 水之尾 浜中義治 NIS浅間山J 古111アサ子

タグカポヤツリ 00-4 早川浜中義治

ヒナカガ，ヤツリ NI山5主浅湖是剣l問詞町 音j川11アサ子

コゴメカ，ヤツリ KA川W東扇島

アオカ，ヤツリ H附0干神l中ド戸町 吉川アサ子

セイタカハリイ Mトl 子供の国lゆ山輝男

クログワイ TAM菅仙谷宮崎卓

ヒメヒラテンツキ NIS浅間町吉川アサ子

テンツキ KAW東扇島 小崎昭則 NAK新港上車頭古川アサ子

IS浅間町吉川アサ子

ヒデリコ NIS浅間町吉川アサ子 MI A-2丸太の森浜中義治

ヒンジガヤツリ YU-2 吉浜米山智恵子

NIS浅間町一丁目 古川アサ子 ZA入谷三丁目小崎l沼lil)

イワキアブラカ'ヤ M卜l 中山町北川淑子

~1I -2 (!i江戸町北川淑子

コウキヤガラ 川一2 仏江戸町勝山輝男

タタラカンカ'レイ Mト2 仏江戸町勝山師男

セキショウ 00-2 入生田浜中義治

コンニヤ タ NIS嫡町吉川アサ子

ヒトツパテンナンショウ ~II A-[地成金長谷川義人

ムラサキマムゾグサ HAK-[ 111J石原浜中義治

ホシクサト11-1 いぶき'l!J 勝山輝男

イボタサ HAK-[仙石原浜中義治

コナギ 00-2 入生凹 浜中義治

ホソイ MI-l 子供の国勝山輝男

タサイ ZU森戸川 浜中義治

スズメノヤリ HAK-4姥子浜中義治 HAK-[ 1111石原浜中義治

アマナ HAT-4山手 長谷川義人

シロパナショウジョウパカ HAK-5早川|石原健雄

ヤブカ ンゾウ 00-2入生田浜中義治 HAK-5須雲 内問藤吉

ヤプラン HAK-4早雲山浜中義治

ジャノヒゲ 00-3国府津 浜中義治

ツタパ不ソウ HAK-l AI!;子浜 'I'~主治
パイケイソウ HAK-j須雲川大沢源流勝山輝男

キクパドコロ YU-2 鍛冶慶米山智恵子

HAK-4芦ノ湯浜中義治

ヒメドコロ AT-3 飯山観音高坂雅子

キショウブ HAK-5畑宿浜中義治

オオニワゼキショウ ISO新杉田 浜中義治

ヒメヒオウギズイセン KAW東扇島 IJ..j!寿昭員1)

ハナミョウカ" HAK-5湯本浜中義治

ミョウカ" HAK-2戸川浜中義治

エビネ HAK-6宮波野浜小務治

マヤラン M卜l 寺家小必勝'lti
タロヤツシロラン HO初音ケ丘 吉川アサ子他

シュスラン ZU池子 T.N氏

コクラン AS矢指町小崎昭ftl)

アオフタパラン OY大山田中徳久

ヤマトキソウ YU-2 鍛冶慶長谷川義人

ネジパナ HAK-5湯本浜中義治

キパナノショウキラソ YA-8 酒水の滝城川四郎
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ヒトリシズカ 0D-2 水之尾浜中義治

パッコヤナギ HAK-5須雲川内田藤吉 0D-2風祭浜中義治

イヌコリヤナギ HAK-2芦川 浜中義治

HAK-4芦ノ湯浜中義治

シグレヤナギ HAK-l仙石原浜中義治

ヒメヤゾヤブシ HAK-5須雲川 内田藤吉

オオパヤシャブシ HAK-l flu石原浜中義治

シラカンパ AS 下川井町 小崎昭則

サワシパ YA-8 酒水の滝長谷川義人

クマシデ MIA-3塚原浜中義治

アカシデ TO-3 li民浜自然、観察の森林辰f.it
HAK-4湖尻 IR中義治

ハシバミ AS 矢指町 小崎昭則

ツノハγパミ HAK-l仙石原浜中義治

スダジイ HAK-6底倉浜中義治 AT-3 回野高成雅子

クヌギ MIA-3塚原浜中義治

エノキ 00-2 水之尾浜中義治

メゲヤキ YA-8 平山 長谷川義人

コウゾ MlA-2明恩林道浜中義治

クワクサ HAK-l仙石原浜中義治

イタピカズラ 0D-2風祭浜中義治

ウスパラセイタソウ MIA-2飯沢浜中義治

ツクシヤフ'マオ 0D-2風祭浜中義治

ナカバヤブマオ HAK-l金時山浜中義治

ヤナギイチゴ HA十6底倉浜中義治 YA-8平山長谷川義人

ヒメウワパミソウ AT-3 鞍掛沢 高段雅子

ウワパミソウ MIA-3大雄町浜中義治

ミズ~IlA-2明星林活浜中義治

イラクサ HAK-l仙石原浜中義治 MIA-3l'守野浜中義治

カナビキソウ TO-3 儲浜自然観察の森 林辰雄

オオパヤドリギ 0D-2城山 山内好孝

カントウカンアオイ AT-3 田野 高坂雅子

ソパカズラ NAK 新港埠頭古川アサ子

ハノレト ラノオ HAK-5須雲川大沢源流 勝山輝男

ソバ 00-3 田代浜中義治

ミヤマタニソパ YA-8 酒水の滝 長谷川義人

ヤナギタデ HAK-l仙石原浜中義治

ホソパタデ SA-2 上f持政木淑人

イシミカワ HAK-5山崎浜中義治

サナエタデ KAW 東扇島小崎昭良IJ

"7"7コノシリヌグイ SA-2 磯部宮崎卓

アキノウナギツカミ ~Il A-2 明星林道 浜中義治

ミゾソパ 00-2 水之尾浜中義治

オオミゾソパ MIA-2矢佐芝浜中義治

ホザキニワヤナギ NAK 新港母~Jï 吉川アサ子

スイパ HAK-4箱狼園浜中義治

ヒメスイパ HAK-l仙石原浜中義治 HAK-4箱根回浜中義治

ナカ〉ミギシギシ HAK-2芦川 浜中義治

ギシギシ HAK-4箱恨園浜中義治

コギシギシ YAT 上和田宮久保武井尚

シロザ川A-2飯沢浜中義治

ケアリタソウ MIA-2明星林道浜中義治

ハリセンポン NAK 新港埠頭吉川アサ子

ヨウ守ノュヤマゴボウ 0D-2 風祭 浜中義治

ナシ戸イパナ MIA-3狩野浜中義治 HAK-5山崎 浜中義治

スベリヒユ HAK-5山崎浜中義治

ノミノツゾリ HAK-4箱根園浜中義治

ミミナグサ KAW東扇島小崎昭則 MlA-2明星林道浜中義治

マツヨイセンノウ MI-2 赤田 北川淑子

フシグロ TO-3 自然、観療の森林辰雄

(スベスの都合によりリストの続きは次号に掲載します
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シロパナマンテマ NlS 臨港パーク 吉川アサ子

MI-2 赤田北川淑子

ノミノフスマ KAW 東扇島小崎昭WJ

ウシハコベ HAK-4芦ノル1浜中義治

Ml A-2 rYJ!Jl林必 浜中義治

サワハコベ ATす鞍掛沢高坂雅子

ミドリハコベ HAK-5湯本浜中義治

ミヤマハコベ IlAK-l姥子 浜中義治

フサザクラ AT-3 絞掛沢 高原雅子

川一l 三保市民の森 小』崎昭則，北川淑子

ヤマトリカブト AT-3 田野高坂雅子

イヌハコネトリカプト YU-l 桜山宮崎卓

イヌショウ"7 HAK-l金時山浜中義治

サラシナショウマ AT-3 鞍掛沢 高原雅子

ボタンゾノレ YU-l 宮上 米山智恵子

コボタンヅノレ N 1 S 浅間町 吉川アサ子

ハコネシロカ不ソウ HAK-4湖尻 浜中主主治

トウゴクサパノオ AT-3 鞍掛沢 高媛雅子

ゴヨウアケビ HAK-l台ヶ岳 浜中義治

HAK-2畑引山浜中義治

メギ YAT 下鶴間武井尚

ナンテン HAK-5湯本浜中義治

コウモリカズラ Ml-l 寺家勝山輝男

シキミ IlAK寸姥子浜中義治 0D-2風祭浜中義治

サネカズラ HAK-6底倉浜中義治

コブシ MlA-3塚原浜中義治

ホオノキ 0D-2 水之尾浜中義治

クスノキ HAK-6明神ヶ岳 浜中義治

ヤフ'ニッケイ HAK-6底倉浜中義治

ヤマコウパゾ TSR 郷子ヶ谷高原雅子

イヌカヘ，/ HAK-5須雲川 内田藤吉

j ロダモ 0D-2 風祭浜中義治 AT-3 田野高原雅子

ムラサキケマン HAK-4早雲山浜中義治

ナズナ HA十l仙石原浜中義治 HAK-4芦ノ湯浜中義治

ミツパコンロンソ ウ HAK-l台ヶ岳 浜中義治

ヒロハコ γロンソウ HAK-5須雲川大沢黒岩僑勝山輝男

ミズタネツケパナ ZU 森戸川 浜中義治

HAK-4箱恨園浜中義治

ジャニンジン ZU 森戸川 浜中義治

マノレパコンロンソウ HAK-l姥子 浜中義治

クジラグサ KAW 千鳥町 小崎昭則

ユリワサビ HAT-4峠長谷川義人

マメグンパイナズナ 00-4 入生田 浜中義治

オランダガラシ TSR 獅子ヶ谷 高原雄子

ショカッサイ HAK-6強羅浜中義治 0D-4入生回浜中義i治
キレハイヌガラシ Mトl 子供の国勝山輝男

ノハラカラシ NAK 新港峰頭吉川アサ子

グンパイナズナ 則一2 荏田町J 北川淑子

マノレパマンネングサ 00-4 入生田 浜中義治

オカタイトゴメ 00-4 早川 浜中義治

ネコノメソウ HAK-l仙石原浜中義治

HAK-5須雲川大沢源流勝山輝男

ヤマネコノメソウ HAK-l台ヶ岳 浜中義治

ムカ コ'ネコノメ MIA-l関場長谷川義人

コアジサイ AT-3 飯山観音高坂殺子

コチャノレメノレソウ HAK-6底倉 浜中義治

ウメパチソウ FUJ-l陣馬山武井尚

HAK-l仙石原湿原 田中徳久

パイカウツギ HAK-5須雲川 内田藤吉

ユキノ"/タ HAK-2芦川浜中義治

編集は勝山，北川， 小崎でした)




